
１ [2001 岡山大]

原点を中心とする半径 の円が座標平面上にある．この円に内接する正三角形を原点を

中心に回転させるとき，この正三角形の第 象限にある部分の面積の最小値と最大値を

求めよ．

２ [2001 北海道大]

不等式 がすべての実数 について成り立つような定数 の値の範囲を

求めよ．

３ [2009 京都教育大]

　 が自然数のとき， が整数でなければ， は無理数であることを証明せよ｡

　 が 以上の整数のとき， は無理数であることを証明せよ。

４ [2009 宮崎大]

を自然数とするとき，極限値 …… を求めよ。



５ [2013 筑波大]

空間において，点 ， ， ， ， ， ，

， ， を通る平面上にあり，正三角形

に内接する円板を とする。円板 の中心を ，

円板 と辺 の接点を とする。

　点 と点 の座標を求めよ。

　円板 が平面 と共有点をもつ の範囲を

　求めよ。

　円板 と平面 の共通部分が線分であると

　き，その線分の長さを を用いて表せ。

　円板 を 軸の周りに回転してできる立体の

　体積を求めよ。

６ [2014 東京大]

を自然数 すなわち 以上の整数 の定数とする。

白球と赤球があわせて 個以上入っている袋 に対して，次の操作 を考える。

　袋 から球を 個取り出し，

　 　取り出した球が白球のときは，袋 の中身が白球 個，赤球 個となるように

　　する。

　 　取り出した球が赤球のときは，その球を袋 へ戻すことなく，袋 の中身はそ

　　のままにする。

はじめに袋 の中に，白球が 個，赤球が 個入っているとする。この袋 に対し

て操作 を繰り返し行う。

たとえば， 回目の操作で白球が出たとすると，袋 の中身は白球 個，赤球 個とな

り，さらに 回目の操作で赤球が出たとすると，袋 の中身は白球 個のみとなる。

回目に取り出した球が赤球である確率を とする。ただし，袋 の中の個々の球の取

り出される確率は等しいものとする。

　 ， を求めよ。

　 に対して を求めよ。

　 を求めよ。


